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松
下
　
市
長
の
マ
ニ
フ
ェ
ス

ト
に
対
す
る
意
気
込
み
は
。

市
長
　
市
民
の
皆
さ
ん
の
意

見
を
取
り
入
れ
な
が
ら
質
を

高
め
る
よ
う
に
、
精
一
杯
取

り
組
み
ま
す
。

松
下
　
本
年
度
予
算
等
を
市

民
に
説
明
し
、
そ
し
て
意
見

を
聞
い
て
市
政
に
反
映
す
る

た
め
、
行
政
懇
談
会
を
開
催

し
て
は
。

市
長
　
市
民
の
皆
さ
ん
と
の

意
見
交
換
を
、
小
学
校
単
位

で
実
施
し
て
行
き
た
い
。

松
下
　
市
道
御
代
志
野
々
島

線
沿
い
に
は
西
合
志
庁
舎
を

始
め
公
共
施
設
が
集
中
し
て

い
る
。
ま
た
、
民
間
の
歯
科

医
院
や
子
ど
も
専
用
ク
リ

ニ
ッ
ク
等
も
あ
り
多
く
の
人

が
利
用
さ
れ
て
い
る
。
し
か

し
こ
れ
ら
施
設
を
利
用
す
る

た
め
に
は
住
民
の
人
た
ち
は
、

交
通
量
の
多
い
所
を
行
き
帰

り
横
断
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
そ
の
た
め
横
断
歩
道
の

設
置
を
要
望
し
て
頂
き
た
い
。

総
務
企
画
部
長
　
大
津
警
察

署
に
照
会
を
し
て
、
現
状
を

把
握
し
検
討
し
た
い
と
の
回

答
が
あ
っ
て
い
る
。

松
下
　
市
長
自
ら
出
向
い
て

事
情
を
説
明
し
て
強
く
要
望

し
て
頂
き
た
い
。

市
長
　
事
情
を
説
明
し
要
望

し
て
行
く
。

松
下
　
　
歳
を
迎
え
て
も
、

６０

体
験
、
知
識
・
能
力
を
持
ち

合
わ
せ
て
、
そ
れ
を
地
域
に

生
か
し
た
い
と
思
っ
て
い
る

方
は
多
い
。
人
生
の
新
た
な

節
目
の
時
に
、
一
堂
に
集
ま

り
、
健
康
、
人
生
等
語
っ
て
、

励
ま
し
合
う
よ
う
な
合
同
の

還
暦
祝
い
を
開
催
し
て
は
。

教
育
委
員
会
事
務
局
長
　
今

後
検
討
し
た
い
。

松下　広美 議員

木
場
田
　
県
道
大
津
・
西
合

志
線
と
市
道
若
原
線
の
十
字

交
差
の
計
画
は
。

都
市
建
設
部
長
　
御
代
志
地

区
区
画
整
理
事
業
と
街
路
事

業
に
よ
る
都
市
計
画
道
路
と

し
て
計
画
さ
れ
た
が
、
現
在
、

地
元
の
反
対
も
あ
り
、
棚
上

げ
に
な
っ
て
い
る
。
今
後
、

３
８
７
号
の
御
代
志
駅
周
辺

の
渋
滞
解
消
計
画
に
て
第
１
 

段
階
で
大
津
植
木
線
と
御
代

志
駅
前
ま
で
、
第
２
段
階
で

御
代
志
駅
前
か
ら
再
春
荘
駅

前
ま
で
を
県
の
方
で
整
備
し

た
後
、
第
３
段
階
と
し
て
総

体
的
な
構
図
が
で
き
た
ら
、

地
元
の
希
望
に
沿
え
る
よ
う

な
整
備
を
し
た
い
。

木
場
田
　
電
鉄
の
Ｌ
Ｒ
Ｔ
化

事
業
が
中
止
さ
れ
た
場
合
、

　
年
３
月
に
廃
止
す
る
と
の

２０意
向
を
聞
い
た
が
、
電
鉄
と

市
が
タ
イ
ア
ッ
プ
し
、
住
宅

街
や
合
志
庁
舎
、
セ
ミ
コ
ン

テ
ク
ノ
パ
ー
ク
等
を
結
び
、

Ｊ
Ｒ
豊
肥
線
へ
接
続
し
て

ル
ー
プ
状
に
す
れ
ば
利
用
価

値
も
あ
が
る
し
、
営
業
時
間

の
延
長
、
ス
ピ
ー
ド
化
も
合

わ
せ
て
将
来
的
な
構
想
を
考

え
る
余
地
は
な
い
か
。

市
長
　
採
算
性
、
経
済
性
そ

の
付
近
が
出
て
き
て
、
結
論

を
急
い
で
な
さ
れ
な
い
と
思

う
。
電
鉄
を
買
収
し
て
市
営

で
や
る
と
か
出
来
れ
ば
よ
い

が
、
そ
ん
な
壮
大
な
事
は
、

簡
単
に
結
論
が
出
せ
ず
、
答

弁
に
苦
し
む
と
こ
ろ
で
す
。

木
場
田
　
各
学
校
に
て
地
区

委
員
が
担
当
地
区
を
生
徒
と

一
緒
に
下
校
し
危
険
箇
所
の

調
査
を
し
、
マ
ッ
プ
に
記
入

し
て
校
舎
の
児
童
生
徒
の
目

に
付
く
所
に
提
示
し
て
い
る

と
の
こ
と
だ
が
、
危
険
場
所

に
つ
い
て
は
、
な
ん
ら
か
の

手
立
て
や
対
策
は
、
具
体
的

に
執
っ
て
い
る
の
か
。

教
育
委
員
会
事
務
局
長
　
河

川
の
主
な
所
に
、
学
校
名
や

教
育
委
員
会
名
を
入
れ
た

「
大
変
危
険
で
す
か
ら
立
ち

入
ら
な
い
で
下
さ
い
」
と
い
 

っ
た
看
板
を
立
て
て
い
る
。

又
、
危
険
箇
所
の
問
題
に
つ

い
て
は
、
再
度
点
検
し
て
、

も
し
緊
急
な
も
の
が
あ
れ
ば
、

他
の
課
と
相
談
し
な
が
ら
対

処
し
て
い
き
た
い
。

木場田孝幸 議員

横
断
歩
道
の
設
置
を
！

還
暦
祝
い
を
合
同
で
し

て
は
！

ど
う
す
る
電
鉄
廃
止
案

危
険
箇
所
マ
ッ
プ
作
成

そ
の
後
は
？

市道御代志野々島線

市道若原線
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田
端
　
合
志
市
の
当
面
す
る

重
要
施
策
の
一
番
で
あ
る
子

育
て
支
援
日
本
一
の
ま
ち
づ

く
り
に
つ
い
て
、
ま
ず
庁
舎

内
検
討
委
員
会
で
は
、
ど
の

よ
う
に
検
討
さ
れ
た
か
伺
う
。

総
務
企
画
部
長
　
各
関
係
課

の
係
長
、
補
佐
ク
ラ
ス
で
情

報
の
共
有
を
し
、
必
要
な
公

的
支
援
、
住
民
参
加
の
子
育

て
支
援
等
を
確
認
し
合
う
。

意
思
統
一
を
し
な
が
ら
次
世

代
育
成
支
援
事
業
計
画
に

沿
っ
て
取
り
組
む
。

田
端
　
子
育
て
中
の
若
い
世

代
の
生
の
声
は
聞
い
て
い
る

か
伺
う
。

市
長
　
子
育
て
中
の
人
の
生

の
声
を
聞
く
事
が
一
番
大
事

だ
と
思
う
。
諸
々
の
悩
み
や

不
安
を
聞
い
て
い
る
。

田
端
　
こ
の
少
子
化
の
中
で

第
３
子
を
産
み
た
い
が
保
育

行
政
に
不
安
が
あ
る
。
行
政

は
な
ぜ
手
を
差
し
伸
べ
ら
れ

な
い
か
。

健
康
福
祉
部
長
　
待
機
児
童

を
優
先
す
る
故
に
育
児
休
暇

中
は
３
ヵ
月
・
６
ヵ
月
で
退

園
と
し
て
い
た
が
、
今
定
数

的
に
ゆ
と
り
が
出
て
き
た
の

で
今
後
対
応
で
き
る
よ
う
検

討
す
る
。

田
端
　
学
校
給
食
は
心
豊
か

な
子
ど
も
達
の
育
成
に
重
要

な
位
置
に
あ
る
。
旧
西
合
志

町
は
自
校
方
式
、
旧
合
志
町

は
セ
ン
タ
ー
方
式
と
全
く
違

う
。
給
食
セ
ン
タ
ー
も
　
年
２８

を
経
過
し
、
改
修
の
必
要
な

時
期
に
あ
る
。
そ
こ
で
、
温

か
く
て
匂
い
の
す
る
自
校
方

式
へ
の
統
一
は
考
え
ら
れ
な

い
か
。

教
育
長
　
な
か
な
か
簡
単
に

は
い
か
な
い
。
学
校
給
食
の

役
割
、
色
々
な
課
題
と
そ
れ

を
解
決
す
る
た
め
の
意
義
を

考
え
て
い
き
た
い
と
思
う
。

田端眞知子 議員

江
副
　
新
市
で
は
「
行
財
政

改
革
」
実
現
へ
の
意
識
改
革

が
急
務
だ
が
対
策
は
。

市
長
　
就
任
日
に
係
長
以
上

を
集
め
政
権
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト

等
に
よ
り
市
長
の
方
針
を
説

明
し
た
。
一
般
職
員
に
も
マ

ニ
フ
ェ
ス
ト
を
配
布
済
。
従

来
型
の
公
務
員
か
ら
新
し
い

時
代
の
要
請
に
こ
た
え
る
公

務
員
へ
の
意
識
改
革
が
必
要

で
あ
り
指
導
す
る
。

江
副
　「
行
政
評
価
制
度
」や

「
政
策
審
議
」
な
ど
良
い
制

度
へ
取
り
組
む
が
、
制
度
を

作
る
こ
と
自
体
が
作
業
目
的

化
し
て
、
形
作
り
で
終
わ
る

こ
と
が
懸
念
さ
れ
る
が
。

総
務
企
画
部
長
　
業
者
に
委

託
し
て
取
り
組
む
が
部
長
以

下
、
職
員
す
べ
て
に
　
か
ら

４０

　
回
の
研
修
を
重
ね
、
市
民

５０に
役
立
つ
よ
う
従
来
型
か
ら

抜
け
出
せ
る
た
め
の
シ
ス
テ

ム
作
り
を
し
ま
す
。

江
副
　
事
故
の
無
い
正
し
い

事
務
を
遂
行
す
る
に
は
基
本

的
に
実
務
能
力
の
向
上
研
修

が
必
要
。
法
務
基
礎
研
修
は

女
性
職
員
ま
で
実
施
は
ど
う

か
。
信
賞
必
罰
に
徹
し
実
務

上
の
改
善
等
表
彰
も
必
要
で

は
な
い
か
。

市
長
　
必
要
で
あ
る
と
考
え

取
り
入
れ
た
い
。

江
副
　
新
市
建
設
計
画
の
子

ど
も
の
教
育
環
境
充
実
の
た

め
、
人
材
の
獲
得
を
望
む
。

子
ど
も
の
知
的
意
欲
向
上
の

た
め
、
熊
本
電
波
高
専
指
導

の「
合
志
市
ロ
ボ
ッ
ト
大
会
」

な
ど
新
施
策
を
望
む
。
市
長

部
局
と
の
協
力
を
期
待
し
た

い
が
？

教
育
長
　
ロ
ボ
ッ
ト
大
会
は

考
え
て
み
た
い
。
市
当
局
と

は
学
校
耐
震
診
断
書
で
協
力

を
得
て
前
進
中
で
す
。

江副　一男 議員

学
校
給
食
の
統
一
を
！

意
識
改
革
を
急
げ
!




